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██要約

心築（しんちく / 不動産価値向上）技術を軸に 
オフィス・ホテル・太陽光発電の 3 つの投資法人と 
連携する事業モデルが完成

いちご <2337> は、不動産ファンド運営会社および資産流動化などを行う会社を前身とし、2000 年に事業をス

タートした。2002 年には大証ナスダック・ジャパン市場（現東証 JASDAQ 市場）に上場し、事業拡大を加速

させた。リーマンショックを契機に、いちごトラストが大株主となり、資産運用ビジネスをコアとした事業の

選択と集中を行った。その後、2008 年に持株会社制に移行し、2011 年に J-REIT の 2 社を子会社化。2015 年

11 月にはホテルリート、2016 年 12 月にはインフラ投資法人を上場させ、既存不動産に新しい価値を創造する

心築（しんちく）事業を発展させている。2015 年 11 月に東証 1 部に昇格、2016 年 8 月には JPX 日経インデッ

クス 400 の構成銘柄に選定された。

1. 事業の特徴とトピック

主な事業セグメントはアセットマネジメント事業、心築事業、クリーンエネルギー事業の３つである。アセット

マネジメント事業は、3 つの投資法人に対して、投資対象資産の発掘および供給、運営・マネジメントなどを行

う。いちごオフィスリート投資法人 <8975>、いちごホテルリート投資法人 <3463> ともに運用資産残高を増や

しており、好調な業績を続けている。2016 年 12 月にいちごグリーンインフラ投資法人 <9282> が新規上場し、

上場投資商品のラインナップが拡充した。心築事業（旧：不動産再生事業）は同社事業の柱であり、不動産価値

向上ノウハウは同社のコアコンピタンスである。保有不動産の賃貸収益（ストック）と譲渡収益（フロー）がバ

ランスよく成長しているのが同社の特徴である。2016 年 10 月に取得した「トレードピアお台場（東京都港区）」

は取得金額が約 300 億円の大型のオフィスであり、中規模を得意としてきた同社にとって新たな展開となる。

2. 業績動向

2017 年 2 月期通期は、売上高が前期比 119.8% 増の 109,253 百万円、営業利益が同 41.3% 増の 21,781 百万円、

経常利益が同 42.2% 増の 19,755 百万円、当期純利益が同 15.2% 増の 14,894 百万円と過去最高益とともに 4

年連続の増収増益を達成した。

業績好調の要因としては、主力の心築事業において、取得した物件からの賃貸収入の増加や運用するリートへの

物件供給、クリーンエネルギー事業において、第 4 四半期に太陽光発電所 13 件をいちごグリーンインフラ投資

法人（東証インフラ市場に上場）へ譲渡したことにより、大きな売上・利益が計上された。2018 年 2 月期通期

の業績予想は、営業利益で前期比 5.4% 減の 20,600 百万円、経常利益で同 7.4% 減の 18,300 百万円、親会社

株主に帰属する当期純利益で同 9.4% 減の 13,500 百万円と減益だが、中期経営計画達成に向け依然好業績は継

続する見通しだ。前期業績はいちごグリーンの新規上場による発電所の売却や海外大型株式の売却など特殊事情

が大きかったため、巡航速度に戻ったと捉えるのが妥当だろう。

http://www.ichigo.gr.jp/ir/
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要約

3. 成長戦略

同社は、2017 年 3 月に新たに「不動産オーナーサービス事業」を開始し、子会社「いちごオーナーズ（株）」

を設立した。この新会社では、現不動産オーナーやこれから不動産オーナーを目指す個人や法人を対象とし、

10 億円以下のレジデンスやオフィス物件を中心に扱う予定だ。対象顧客の不動産投資ニーズは多様なため、ニー

ズに応じた物件取得から始め、同社の強みである心築技術（不動産価値向上技術）を活用してバリューアップを

行う。リート以外の出口を広げることで、事業領域が拡大をするとともに、リート市場に影響を受けない事業を

持つ意味が大きい。

4. 株主還元策

同社は「累進的配当政策」を導入しており、「原則として減配なし、配当維持もしくは増配のみ」を明確な方針

としている。2017 年 2 月期の 1 株当たり配当金は年間 5 円、配当性向は 16.9% だった。2018 年 2 月期は年

間 6 円、配当性向 22.2％と増配を予想する。2017 年の 4 月 24 日から 4 月 28 日の期間に 4,627,400 株の自社

株式を取得した。株主への利益還元策としても注目したい。

Key Points

・いちごグリーンインフラ投資法人が東証インフラ市場に新規上場
・2018 年 2月期は減収減益も好業績維持予想、ストック事業比率を高める見込み
・子会社を新設し、不動産オーナーサービス事業を開始

期 期 期 期 期 期 期 期

（予）

（百万円）

営業利益の推移

出所：決算短信よりフィスコ作成

http://www.ichigo.gr.jp/ir/
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██会社概要

心築（しんちく / 不動産価値向上）技術を軸に 
3 つの投資法人と連携する事業グループを形成

1. 会社概要

同社は、不動産ファンド運営会社および資産流動化などを行う会社を前身とし、2000 年に事業をスタートした。

2002 年には大証ナスダック・ジャパン市場（現東証 JASDAQ 市場）に上場し、私募不動産ファンドなどを通

じて事業拡大を加速させた。リーマンショックを契機に、いちごトラストが大株主となり、資産運用ビジネスを

コアとした事業の選択と集中を行った。その後、2008 年に持株会社制に移行し、2011 年に J-REIT の 2 社を

子会社化。2012 年にはクリーンエネルギー事業に参入。2015 年 11 月にはホテルリート、2016 年 12 月には

インフラ投資法人を上場させ、既存不動産に新しい価値を向上する心築事業を発展させている。2015 年 11 月

に東証 1 部に昇格、2016 年 8 月には JPX 日経インデックス 400 の構成銘柄に選定された。不動産価値向上技術・

ノウハウを軸にオフィス、ホテル、再生可能エネルギー発電設備の３つの投資法人と連携するユニークな企業グ

ループである。

会社沿革

年月 主な沿革

■資産流動化の先駆者として事業スタート

2000年  3月 前身となる株式会社ピーアイテクノロジー設立 （不動産ファンド等の運営）

2000年  4月 旧アセット・マネジャーズ株式会社設立 （資産流動化、M&A ビジネス等）

2001年  9月 ピーアイテクノロジーと旧アセット・マネジャーズの合併（商号：アセット・マネジャーズ株式会社）

■株式上場後、事業拡大を加速

2002年11月 大阪証券取引所ナスダック・ジャパン市場（現東京証券取引所 JASDAQ 市場）に株式上場

2007年  4月 私募不動産ファンドの運用を担う資産運用会社 ( 現いちご投資顧問株式会社 ) を設立

2008年  3月 持株会社体制へ移行

■いちごトラストが大株主となり、資産運用ビジネスをコア事業とした事業の選択と集中

2008年  8月 いちごトラストに対して第三者割当増資を実施

■総合不動産サービスとクリーンエネルギーの「いちご」へ

2010年  9月 「いちごグループホールディングス株式会社」へ商号変更

2011年  1月 J-REIT「ジャパン・オフィス投資法人」の運用会社であるジャパン・オフィス・アドバイザーズ（株）を完全子会社化

2011年  8月 J-REIT「FC レジデンシャル投資法人」の運用会社であるファンドクリエーション不動産投信（株）を完全子会社化

2012年  7月 クロスボーダー M&A 支援等を中心とした新規事業を行ういちごグローバルキャピタル（株）を設立

2012年11月 クリーンエネルギー事業を推進するいちご ECO エナジー（株）を設立

2014年  1月 中期経営計画「Shift Up 2016」を発表し、革命的な成長に向けた投資を加速

2015年11月 東京証券取引所市場第 1 部に市場変更（証券コード <2337>）

2015年11月 いちごホテルリート投資法人 <3463> 上場

■既存不動産に新たな価値を創造する、「心築」を軸とした事業モデルの展開

2016年  4月 「Shift Up 2016」に続く、新中期経営計画「Power Up 2019」を発表

2016年  8月 JPX 日経インデックス 400 の構成銘柄に選定

2016年  9月 「いちご株式会社」に商号変更、子会社のいちご不動産投資顧問も同日付で「いちご投資顧問株式会社」に商号変更

2016年12月 いちごグリーンインフラ投資法人 <9282> 上場

2017年  3月 不動産オーナーサービス事業を推進する「いちごオーナーズ株式会社」を設立

出所：ホームページ、有価証券報告書、会社リリースよりフィスコ作成

http://www.ichigo.gr.jp/ir/
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会社概要

2. 事業内容

主な事業セグメントはアセットマネジメント事業、心築事業、クリーンエネルギー事業の３つである。アセット

マネジメント事業は、いちごオフィスリート投資法人、いちごホテルリート投資法人およびいちごグリーンイン

フラ投資法人、自社グループで運用する私募不動産ファンドに対し、案件の発掘や供給、運営、管理などを行う。

全社の売上高の 4.3％（2017 年 2 月期）、全社営業利益の 10.7％（同左）を占め、全社利益への貢献が大きい。

心築事業は従来の不動産再生事業であり、不動産保有期間の賃料収入を享受しつつ、遵法性の治癒や耐震補強、

稼働率改善等を通じ、不動産価値の向上を図り、その後売却し売却益を実現する。売上高の 84.3％（2017 年 2

月期）、営業利益の 74.8％（同左）を稼ぐ同社の大黒柱である。クリーンエネルギー事業は太陽光を主とした再

生可能エネルギー発電を行う比較的新しい事業であり、売上高の 11.3％（2017 年 2 月期）、営業利益の 15.2％（同

左）であるが、2017 年 2 月期にいちごグリーンインフラ投資法人への資産譲渡が業績に反映されているため大

きな数字となっている。

事業の内容と構成（連結、2017 年 2 月期）

事業セグメント 主な業務内容 売上構成 営業利益構成

アセットマネジメント事業
いちごオフィスリートおよびいちごホテルリートおよび自社グルー
プで運用する私募不動産ファンドに対し、案件の発掘や供給、運営、
PM、FM などを行う

4.3% 10.7%

「心築」事業
（旧不動産再生事業）

不動産保有期間の賃料収入を享受しつつ、不動産の価値向上を図り、そ
の後売却し売却益を実現する

84.3% 74.8%

クリーンエネルギー事業 太陽光発電を主軸とした事業を行う 11.3% 15.2%

その他 上記以外の事業。営業投資有価証券の売却、配当、金融関連収入など 0.0% -0.8%

注：営業利益構成は調整額を除き算出
出所：決算説明会資料よりフィスコ作成

██事業概要

いちごグリーンインフラ投資法人が東証インフラ市場に新規上場

1. アセットマネジメント事業：特徴とトピック

当該事業セグメントは、いちごオフィスリート投資法人、いちごホテルリート投資法人、さらに 2016 年 12 月

に新規上場したいちごグリーンインフラ投資法人などの同社が運用する投資法人に対し、投資対象資産の発掘お

よび供給による成長支援、運用期間中の運営・管理等を展開している。

http://www.ichigo.gr.jp/ir/
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事業概要

いちごオフィスリート投資法人は運用資産残高の増加等により、J-REIT 最長の 13 期連続増配を実現している

（2016 年 10 月期）。安定的かつ収益成長が見込める中規模オフィスに特化したポートフォリオに特徴がある。

2017 年 2 月末日の運用資産は 86 物件、残高 1,945 億円（前期末比 294 億円増）、2017 年 2 月期の期中運用フィー

粗利 1,291 百万円（前期比 275 百万円増）となった。いちごホテルリート投資法人は 2015 年 11 月に上場し、

その後も運用資産残高を増やしている。ビジネス・観光に優位性のある好立地の宿泊主体・特化型ホテルで構

成されるホテル特化型 J-REIT である。2017 年 2 月末日の運用資産は 19 ホテル（上場時は 9 ホテル）、残高は

476 億円（前期末比 272 億円増）、2017 年 2 月期の期中運用フィー粗利 287 百万円（前期比 257 百万円増）となっ

た。いちごグリーンインフラ投資法人は 2016 年 12 月に東証インフラ市場に新規上場を果たした。グリーンイ

ンフラという新たなアセットタイプへの投資機会を提供するとともに、長期にわたる安定収益を背景に、史上初

となる 10 ヶ年の長期業績予想を発表した。2017 年 2 月末日の運用資産は 13 発電所、残高は 100 億円、2017

年 2 月期の期中運用フィー粗利 5 百万円となった。

同社はスポンサーとして各投資法人への物件供給を担う。投資法人に適さない物件を含めて取得し、遵法性の是

正やリノベーションを通じた賃料向上などを行い、投資法人に適する物件への価値向上も行う。スポンサー（同

社）と各投資法人が連携することで、グループ全体として株主価値を向上させ、安定収益を生み出せるシステム

が同社の総合力である。

2. 心築事業：特徴とトピック

心築事業（旧：不動産再生事業）は同社事業の柱であり、不動産価値向上ノウハウは同社のコアコンピタンスで

ある。心築（しんちく）という言葉は同社の造語であり、「心を築く、心で築く」の信条のもと、同社の技術と

ノウハウを活用し、一つひとつの不動産に心を込めた丁寧な価値向上を図り、既存不動産に新しい価値を創造す

ることをいう。

心築事業は、保有不動産の賃貸損益（ストック）と譲渡損益（フロー）の両面がある。2017 年 2 月期は、賃貸

損益（ストック）は自己保有資産 1,898 億円から生み出され、2017 年 2 月期の売上高 14,645 百万円（前期比

2,186 百万円増）、粗利ベース損益は 9,670 百万円（前期比 1,615 百万円増）だった。保有資産の特徴としては、

物件タイプとしてはオフィス 34％およびホテル 25％が多く、地域別には東京 56％と関東 14％が多い。また物

件規模では、10 ～ 50 億円未満の中規模物件が 61％を占める。一方の譲渡損益（フロー）も 2017 年 2 月期に

大きく伸び、売上高 77,493 百万円（前期比 47,008 百万円増）、粗利ベース損益で 10,559 百万円（前期比 2,736

百万円増）となった。

心築事業の出発点は物件の取得である。2017 年 2 月期累計では 20 物件、70,747 百万円（平均 3,537 百万円

/ 物件）の資産が取得された。2016 年 2 月期累計が 45 物件、85,635 百万円（平均 1,903 百万円 / 物件）だっ

たのと比較すると、総額が依然高いレベルではあるが減少し、案件規模が大型化した。特に 2016 年 10 月に取

得した「トレードピアお台場（東京都港区）」は取得金額が 300 億円近い大型のオフィスであり、中規模を得意

としてきた同社にとって新たな展開となる。
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事業概要

トレードピアお台場における心築

出所：決算説明会資料より掲載

3. クリーンエネルギー事業：特徴とトピック

クリーンエネルギー事業は 2012 年に開始され、全国 43 ヶ所のメガソーラー発電所プロジェクトをグループで

運営するまでに成長した。2017 年 2 月時点で同社が保有する発電所のうち売電開始済が 19 ヶ所、開発確定だ

がまだ開始していない発電所が 11 ヶ所あり、合計で 102.57MW である。この他に、新規上場したいちごグリー

ンインフラ投資法人は、13 発電所、25.83MW を売電している。

同社のクリーンエネルギー事業の特徴は、1) 北海道から九州・沖縄まで全国に分散していること、2) 36 円以

上の買取価格がほとんどであること、3) 2MW 以下のものから関東最大級の 43MW（いちご昭和村生越 ECO

発電所）まであること、4) 日射量区分で A または B ランクがほとんどであることなどである。2016 年 2 月期

決算で黒字転換し、安定収益を生む体制が整った。

2017 年 2 月期の最大のトピックは、いちごグリーンインフラ投資法人の東証インフラ市場への新規上場だっ

た。インフラ投資法人で日本第 2 号の上場であり、新たなアセットタイプの投資機会として期待が高い。グリー

ンインフラは、20 年にわたる固定価格買取制度（FIT）により売電の価格と期間が確定しているのが特徴だ。

このためいちごグリーンインフラ投資法人では、史上初の 10 ヶ年の長期業績予想を発表している。現在は約

25MW だが、同社の保有する発電所はまだ約 4 倍の規模があり、成長性も期待できる。

http://www.ichigo.gr.jp/ir/
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いちごグリーンインフラ投資法人史上初の 10 ヶ年長期業績予想

出所：決算説明会資料より掲載

██業績動向

2017 年 2 月期は営業利益、経常利益、純利益すべてにおいて 
過去最高益を達成

1. 2017 年 2 月期の業績概要

2017 年 2 月期通期は、売上高が前期比 119.8% 増の 109,253 百万円、営業利益が同 41.3% 増の 21,781 百万円、

経常利益が同 42.2% 増の 19,755 百万円、親会社株主に帰属する当期純利益が同 15.2% 増の 14,894 百万円と

4 年連続の増収増益を達成した。

業績好調の要因としては、主力の心築事業において、取得した物件からの賃貸収入が増加したことやグループの

リートへの物件供給、グループ外への物件売却が好調だったことが寄与している。また、クリーンエネルギー事

業において、第 4 四半期に太陽光発電所 13 物件をいちごグリーンインフラ投資法人（東証インフラ市場に上場）

へ譲渡したことにより、大きな売上・利益が計上された。売上高については、当初の予想 125,600 百万円に対

して実績が及ばなかったが、これは、政策的に売却を 2018 年 2 月期に先送りしたことが原因であり、今後の好

材料と考えられる。

http://www.ichigo.gr.jp/ir/
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2017 年 2 月期通期業績

2016 年 2月期 2017 年 2月期

実績
（百万円）

対売上比
（％）

予想
（百万円）

実績
（百万円）

対売上比
（％）

前期比
（％）

売上高 49,699 100.0% 125,600 109,253 100.0% 119.8%

売上原価 29,835 60.0% 101,733 82,446 75.5% 176.3%

売上総利益 19,863 40.0% 23,867 26,806 24.5% 35.0%

販管費 4,446 8.9% 5,367 5,025 4.6% 13.0%

営業利益 15,417 31.0% 18,500 21,781 19.9% 41.3%

経常利益 13,889 27.9% 16,400 19,755 18.1% 42.2%

親会社株主に帰属する当期純利益 12,925 26.0% 13,300 14,894 13.6% 15.2%

出所：決算説明会資料よりフィスコ作成

財務の健全性は折り紙付き

2. 財務状況と経営指標

2017 年 2 月期末の総資産残高は前期末比 21,702 百万円増の 273,459 百万円となった。主な増加は、流動資産

が 11,657 百万円増であり、現金および預金が 18,899 百万円増加したことが主な要因である。固定資産では、

有形固定資産の 14,107 百万円増が大きかった。主な減少は、販売用不動産の 5,028 百万円減および固定資産

の中の投資有価証券 4,060 百万円減である。負債合計は前期末比 10,424 百万円増の 190,015 百万円となった。

主な増加はノンリコースローンの 16,508 百万円増であり、主な減少は借入金の 7,140 百万円減である。

経営指標では、流動比率（1137.4%）、固定長期適合率（20.1%）など極めて安全性が高い。これは長期で借り

て短期で回す好循環に起因している。自己資本比率が 30％を切っているが、同社に帰属しないリスクを控除し

た自己資本比率では 51.7％と高い数値になる。むしろ、財務レバレッジを働かせて株主価値を最大化していこ

うとする姿勢を評価したい。2016 年 8 月に JPX 日経インデックス 400 へ組み入れられ、現時点では 200 位以

内を目指している。

また、同社の事業モデルを支える資金調達力に関して以下の強みが例示できる。いずれの指標においても、過去

数年で改善をしており、また業界水準をしのぐレベルにある。

１）長期借入金の比率：94％（2017 年 2 月末）

２）加重平均金利：1.24％（2017 年 2 月末）

３）加重平均借入期間：10.8 年（2017 年 2 月末）

４）無担保資金の確保：290 億円

５）固定金利の比率：74.6％（2017 年 3 月末、包括的金利ヘッジ含む）

http://www.ichigo.gr.jp/ir/
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連結貸借対照表、経営指標

（単位：百万円）

2016 年 2月期末 2017 年 2月期末 増減額

流動資産 210,687 222,344 11,657

（現金および預金） 28,779 47,678 18,899

( 販売用不動産 ) 172,833 167,805 -5,028

固定資産 41,069 51,115 10,046

( 有形固定資産 ) 31,546 45,654 14,108

資産合計 251,757 273,459 21,702

流動負債 18,161 19,548 1,387

固定負債 161,430 170,467 9,037

負債合計 179,591 190,015 10,424

純資産合計 72,166 83,443 11,277

負債純資産合計 251,757 273,459 21,702

＜安全性＞

流動比率
（流動資産÷流動負債）

1160.1% 1137.4% -

固定長期適合率
（固定資産÷（固定負債＋純資産））

17.6% 20.1% -

自己資本比率
（自己資本÷総資産）

26.8% 29.4% -

リスクベース自己資本比率
（自己資本÷リスクベースB/S 総資産）

44.8% 51.7% -

注：リスクベース B/S 総資産とは同社グループにリスクが帰属しない連結ファンドなどの資産・負債を控除したもの
出所：決算短信、決算説明会資料よりフィスコ作成

██今後の見通し

2018 年 2 月期は減益も好業績維持予想、 
ストック型事業の比率を高める見込み

2018 年 2 月期通期の業績予想は、営業利益で前期比 5.4% 減の 20,600 百万円、経常利益で同 7.4% 減の

18,300 百万円、当期純利益で同 9.4% 減の 13,500 百万円と減益の見通しだ。前期比では減益ではあるが、中期

経営計画からすると順調と捉えるのが妥当だろう。2017 年 2 月期の業績は事業環境として金融緩和が進んだこ

とや、いちごグリーンインフラ投資法人へのクリーンエネルギー事業資産の売却、海外の大型株式売却など、特

殊事情による利益が大きかった。同社の中期経営計画「Power Up 2019」では、“ 成長と深化 ” をテーマとし、

最終年度である 2019 年 2 月期に営業利益 25,000 百万円、経常利益 21,400 百万円、当期純利益 14,800 百万

円の達成を目指している。ストック型事業の比率を着実に増やしながら、安定的な利益確保を目指す今期の目標

設定は、むやみに “ 成長 ” を追い求めるのではなく、“ 深化 ” により重点を置いたものと考えられる。2017 年 2

月期は、フロー収益がストック収益よりも多かったが、2018 年 2 月期は、ストック収益（粗利ベース、賃料収入・

AM の期中運用フィー・売電収入など）が 13,045 百万円となり、フロー収益（粗利ベース、不動産譲渡益など）

12,949 百万円をしのぐ予想だ。

http://www.ichigo.gr.jp/ir/


本資料のご利用については、必ず巻末の重要事項（ディスクレーマー）をお読みください。

Important disclosures and disclaimers appear at the back of this document.

COMPANY RESEARCH AND ANALYSIS REPORT

FISCO Ltd.

http://www.fisco.co.jp

2017 年 6月1日（木）いちご
2337 東証 1 部 http://www.ichigo.gr.jp/ir/

10 13

10

今後の見通し

2018 年 2 月期通期業績予想

2017 年 2月期 2018 年 2月期

実績
（百万円）

対売上比
（％）

予想
（百万円）

対売上比
（％）

前期比
（％）

売上高 109,253 100.0% 75,500 100.0% -30.9%

営業利益 21,781 19.9% 20,600 27.3% -5.4%

経常利益 19,755 18.1% 18,300 24.2% -7.4%

親会社株主に帰属する当期純利益 14,894 13.6% 13,500 17.9% -9.4%

出所：決算説明会資料よりフィスコ作成

期 期 期 期 期 期

（予）

（百万円）

ストックとフローを融合したハイブリッド収益モデル

フロー収益（主に心築における不動産譲渡益）
ストック収益（主に賃料収入、 の期中運用フィー、売電収入）
固定費 （固定販管費 支払利息）

売上総利益

出所：決算説明会資料よりフィスコ作成

██中長期の成長戦略

子会社を新設し、不動産オーナーサービス事業を開始

1. リート以外の出口を担う子会社「いちごオーナーズ」を設立

同社は、2017 年 3 月に新たに「不動産オーナーサービス事業」を展開していくことを目的として、同社 100%

出資の連結子会社「いちごオーナーズ」を設立した。これまでリートなど大口の顧客を想定し、物件規模も中規

模 20 ～ 50 億円が中心だった同社だが、この新会社では、現不動産オーナーやこれから不動産オーナーを目指

す個人や法人を対象とし、10 億円以下のレジデンスやオフィス物件を中心に扱う予定だ。対象顧客の不動産投

資ニーズは多様なため、ニーズに応じた物件取得から始め、同社の強みである心築技術（不動産価値向上技術）

を活用してバリューアップを行う。リート以外の出口を広げることで、事業領域が拡大をするとともに、リート

市場に影響を受けない事業を持つ意味が大きい。

http://www.ichigo.gr.jp/ir/
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中長期の成長戦略

「顧客ファースト」不動産オーナーサービス事業を開始

出所：決算説明会資料より掲載

2. クリーンエネルギー事業の進展

同社は、クリーンエネルギー事業に今後も力を入れていく予定である。2018 年 2 月期の最大のトピックは、関

東最大級のメガソーラー「いちご昭和村生越 ECO 発電所」（43.35MW）の売電開始だろう。現在、工事進捗率

は 80％であり、順調なら 2017 年秋には売電が開始される予定だ。また、同社初の水上メガソーラー（岡山県

笠岡市）も 2018 年 1 月に売電開始予定だ。

太陽光以外では、風力発電の事業化に向けた準備が進んでいる。具体的には全国 5 ヶ所で風況観測を行い、事

業化に向けた詳細シミュレーションおよび設計等を順次進める。世界的には太陽光発電よりも風力発電のほうが

累積設備量は多く、今後も期待される分野だ。

http://www.ichigo.gr.jp/ir/
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中長期の成長戦略

クリーンエネルギー事業の進展

出所：決算説明会資料より掲載

██株主還元策

累進的配当政策、自社株買いにより株主還元充実

同社は株主還元策として配当を実施している。配当の基本方針としては、日本で導入例がまだ少ない「累進的配

当政策」を導入している。この政策は原則として「減配なし、配当維持もしくは増配のみ」を明確な方針とし、

企業の持続的な価値向上と長期的な株主還元にコミットメントするものだ。具体的には「株主資本配当率（DOE）

3% 以上」を基準として配当水準の引き上げと安定を図る計画だ。2017 年 2 月期の 1 株当たり配当金は年間 5 円、

配当性向は 16.9% だった。2018 年 2 月期は年間 6 円、配当性向 22.2％を予想する。

また同社は、株式の市場価格および豊富な現金を保有する財務状況を勘案し、自社株買いを実施した。2017 年

の 4 月 24 日から 4 月 28 日の期間に、4,627,400 株を取得した。株主への利益還元策としても注目したい。

http://www.ichigo.gr.jp/ir/
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株主還元策

期 期 期 期 期 期 期 期

（予）

（円）

配当金と配当性向

配当金（左軸） 配当性向（右軸）

出所：決算短信よりフィスコ作成
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